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緒言

特別支援学校の児童生徒が社会で活躍するためには、それぞれ

の能力や個性を活かせる環境づくりが重要である。一方で、言語

的コミュニケーションに対する苦手意識や対人関係への不安は自

己表現や社会参加の機会を制限する要因となり得る。

近年、大規模言語モデル(LLM)チャットボットの発展により、利用
者の発話に応じた自然な会話支援が可能となっている。チャット

ボットは他者から評価される不安が少なく、自分のペースで会話

練習や感情表出を行えることから、コミュニケーション支援ツー

ルとして期待される。ところがこのようなチャットボットは個人情

報保護などのリテラシーが必ずしも充分でない生徒を対象者と

するため、LLMのみを利用したシステムでは統制が困難となり適
用が難しい。

そこで本研究では、雑談を通じた自己肯定感の向上、言語的コ

ミュニケーションに対する苦手意識の軽減、ならびにストレス低

減を題材とし、従来型チャットボットに雑談をとりまく種々の特徴

量を与え、話題別に複数のチャットボットが共同的・競争的に動作

するシステムの開発を通して雑談能力向上を目指し、一部の機能

ではLLMの援用を検討する。

また、本研究はハイスクールDX事業の一環として工科高校生が

特別支援学校生徒との交流を通じてニーズや特性を理解し、その

体験をもとにチャットボットの外見や対話シナリオを設計する。こ

れにより、工科高校生はDX技術を活用した社会課題解決のプロ

セスを実践的に学ぶことができる。
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過去の類似状況の会話を利用することで自然な応答を生成

周期的な特徴量

時刻は述べ秒数としては連続値であるが、今日
と昨日の同時刻が文脈的に近いとみなせると便
利である。つまり時刻は一日が2π、日付は一年
が2π、曜日は一週間で2πとなるラジアン表現
が望ましい。

感情は会話ログに記録され
にくく、別途特徴量として
記載することが有用である。
感情はplutchikの輪など極座標
系に見立てて整理した例があり、
ラジアン表現にすることで近い
感情、対極の感情などを表すこ
とができる。

連続的な意味の特徴量

離散的な単語やトークンの1-hotベク
トルという概念から発展し、
embeddingによって多次元的・連
続的な意味の表現を行う。それによっ
て機械学習では意味の遠近やベクト
ル空間上での位置関係を利用するこ
とが可能。

連続的な観測値の特徴量

雑談の特徴量としての天候を大まかに
気圧と見なすと、「気圧が近い方が類似
性が高い文脈の可能性がある」という判
断が可能になる。

取り組み内容

疲労ストレス計

E: 特支の生徒
⇒自己肯定感の向上

G: チャットボット
⇒ネガティブなユーザ発言
をポジティブに言い換え

A: 特支の生徒
⇒会話前後でのストレスの低減

D: 特支の生徒
⇒botに覚えてもらえて
嬉しい

F: チャットボット
⇒過去のやり取りを
踏まえた発言

生徒向けチャットボットに盛り込む機能

これらをLLMチャットボットのみで構成するのは難しい。そこで従来型チャット
ボットの会話能力を高めて中心的な会話を実行しつつ、LLMチャットボットで部
分的にサポートすることで安全・効果的な雑談チャットボットの可能性を探る。

C: 特支の生徒
⇒会話における苦手意識
の低減

B: 特支の生徒
⇒botとの会話継続による
成功体験

会話
ストレス
軽減

中傷発言の意味づけ変換 ネガティブ発言をポジティブに言い換え
→自己肯定感向上→対人不安低減

過去ログを利用した発言 内輪ネタで会話が続く→成功体験

安全対策

会話ログ非公開 個人情報保護、名誉毀損回避

不適切情報の遮断 従来型チャットボットメインの運用で統制

利用時間制限 「チャットボットが自分で帰る」場面の利用

完璧主義

怠けたい

心配性

世話焼き

目立ちた
がり

心のパート理論では、心は複数の人格（パート）の集まりと考え
る。パートのうち優勢なものが入れ替わりながら外に現れる。
各パートはパートなりに「自分のため」を考えているが、パート
間で矛盾することもある。

心のパート理論に着想を得て、チャットボットの機能や話題ごとに分ける。競争的、共同
的に表出するパートを決めることで各パートの設計を単純化。辞書にない話題に応答す
る場合、辞書内テキストとの類似度があまり高くない場合LLMを利用し、類似度が低す
ぎる場合相槌や聞き返しを返すことで、辞書からの逸脱を抑制。

話題別の単純なパートが競争的に動作して多様な反応を生成
心のパート理論

LLM

辞書との類似度があまり
高くない場合

類似度が低すぎる場合

相槌や聞き返し

辞書からの逸脱を抑制したLLMの利用

評価項目

A 前後での疲労ストレス計測

B 会話ターン数計測

C アンケート

D 「嬉しさワード」の計数

E Rosenberg自尊感情尺度計測

F 辞書登録数vsアンケート

G 言い換え件数vsアンケート

事前アンケート(苦手場面収集）事前アンケート(趣味・遊び）


